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と
い
わ
れ
た
土
地
も
今
は
良
田
に
生

ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。

　

川
額
地
区
の
古
墳
の
数
は
、
鍛か

じ

谷や

地ち（
五
カ
所
）、
軍

い
く
さ

原は
ら（
十
七
）、
諏す

訪わ

平だ
い
ら（

五
）、
神じ

ん

田で
ん（

二
）、
岩
ノ
下（
十
六
）、

清
水（
一
）、
馬
場（
一
）、
入
沢（
二
）と
、

旧
久
呂
保
村
で
は
一
番
多
い
。
標
高

三
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
百
五
十
メ
ー

ト
ル
の
範
囲
で
低
位
の
段
丘
に
集
中

し
て
い
る
。
古
墳
時
代
は
低
位
の
地

域
が
開
け
、
そ
こ
に
人
が
住
み
田
畑

を
耕
し
て
い
た
。
神
社
仏
閣
の
由
緒

を
み
る
と
、
青
龍
山
正
禅
寺
は
「
文

永
の
頃
、
御み

門か
ど

に
庵あ

ん

堂ど
う

を
営い

と
な

む
」
と

あ
る
。
大
森
神
社
も
「
初
代
は
王お

う

御み

堂ど
う

」
と
あ
る
。
民
家
は
、延
宝
二
年（
一

六
七
四
）に
下
の
段
か
ら
今
の
高
台
に

移
っ
た
。先
の
低
位
段
丘
に
「
諏
訪
平
」

と
い
う
地
名
が
あ
り
、
こ
こ
に
諏
訪

神
社
が
あ
っ
た
が
、
明
治
の
末
に
高

台
の
川
額
八
幡
に
移
さ
れ
合
祀
さ
れ

た
。
高
い
段
丘
へ
の
移
動
は
、
川
の

氾
濫
に
よ
る
水
害
か
ら
逃
れ
る
た
め

で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　

今
日
、
こ
の
低
位
地
域
で
は
田
畑

の
構
造
改
善
事
業
を
は
じ
め
、
公
共

イ
ン
フ
ラ
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
新
興

住
宅
が
急
増
し
て
お
り
、
本
村
は
じ

め
県
土
の
約
二
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
る
利
根
沼
田
の
玄
関
口
と
し
て
、

田
園
風
景
が
広
が
る
中
で
活
気
を
呈て

い

し
て
い
る
。

出
典　

上
毛
古
墳
綜
覧（
昭
和
十
三
年
）

川か
わ

額は
け　

川
が
造
っ
た
崖
状
の
地
形
か

ら
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
川
額
」
は
昭
和
村
の
大
字
名
で
、

川
額
、
入
原
、
永
井
の
総
称
で
あ
る
。

利
根
川
と
片
品
川
の
合
流
点
の
左
岸

に
位
置
す
る
。
川
額
の
「
ハ
ケ
」
と

は
「
広
辞
苑
」
で
「
関
東
か
ら
東
北

に
か
け
て
丘
陵
山
地
の
片
岸
、
ぱ
っ

け
」
と
あ
る
。
ア
イ
ヌ
語
で
は
「
ぱ

け
」
が
あ
り
、
諸
説
あ
る
中
で
、
こ

の
あ
た
り
一
帯
に
は
ア
イ
ヌ
先
住
民
の

暮
ら
し
が
う
か
が
え
る
と
い
う
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
、
森
下
の
御み

門か
ど

一

号
古
墳ふ

ん

よ
り
蕨

わ
ら
び

手て

刀と
う

が
出
土
し
て
い

る
。
県
内
で
は
十
七
点
が
出
土
し
て

お
り
、
そ
の
分
布
は
東
北
地
方
や
北

海
道
に
偏

か
た
よ

っ
て
い
る
。
こ
の
蕨
手
刀
の

出し
ゅ
つ

自じ

、
祖そ

形け
い

、
伝で

ん

播ぱ

な
ど
は
不
明
瞭

な
部
分
が
あ
る
と
い
う
。

　

川
の
合
流
点
に
近
い
川
額
の
低
地

で
は
、
川
の
氾
濫
の
た
び
に
水
害
が

あ
り
、
田
畑
が
荒
ら
さ
れ
て
き
た
。

「
悪
戸
」
な
ど
と
い
う
地
名
も
あ
る
。

戦
後
、
昭
和
二
十
三
年（
一
九
四
八
）の

ア
イ
オ
ン
台
風
と
、
翌
年
の
キ
テ
ィ

台
風
で
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
上
流
に
ダ
ム
が
で
き
た
た

め
水
害
の
心
配
が
な
く
な
り
、
悪
戸

昭
和
の
地
名
を
た
ず
ね
て
①

昭
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

会　

長

倉
澤　

俊
雄

ふるさと昭和　～歴史を訪ねて～ 第116回

地域包括支援センターだより

問合せ　地域包括支援センター　☎２０－１１２６

地域にとって大切な場所、サロンの活性化を目指して！

手拍子ゲーム・指体操手拍子ゲーム・指体操手拍子ゲーム・指体操 足を使った脳トレ足を使った脳トレ タオル体操タオル体操

新型コロナウイルス感染症対策のため、人数制限や
入口での手指消毒・検温を実施し、今年度２回目のき
ずなサポーター会議を開催しました。
今回は、内田病院の音楽療法士（サロンアドバイザー）

高橋由貴子先生に来ていただきました。これまで実践
してきた復習を兼ね、参加したきずなサポーターの方々
と歌にあわせて「手拍子ゲーム・指体操」と「タオル
体操」を楽しみながら学びました。先生の指導で手拍
子・指体操の脳トレをした後、４人のグループに分か

れて脳トレに取り組みました。グループでは、一人ひ
とりが交代で指示する人になり、どう説明すれば地域
のサロンの方々にわかりやすく伝わるかを考えながら、
実践形式で行いました。
参加したきずなサポーターの皆さんからは、コロナ
禍の影響で半年ぶりとなった高橋先生の講義に「先生
に久しぶりに会えてとても楽しかった。サロンでも実践
してみたい」「歌を歌うことはとても元気になるのでよ
かった｣ といった感想が聞かれました。

～きずなサポーター会議（６月24日）の報告～
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環境 Naviごみやリサイクルに関する話題をお届けします。
▶問合せ　産業課産業振興係　☎２４－５１１１（内線152）

▶問合せ　企画課地域振興係
☎２４－５１１１（内線141）地域おこし協力隊通信

こ
ん
に
ち
は
！

村
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
高
橋
梨
果
子
で
す
。
今
年
の

4
月
で
隊
員
２
年
目
に
突
入
し

ま
し
た
！

　

先
月
１
日
か
ら
4
日
ま
で
横

浜
市
で
行
わ
れ
た
開
港
記
念
バ

ザ
ー
に
参
加
し
、
そ
こ
で
昭
和

村
の
お
野
菜
を
販
売
し
て
き
ま

し
た
。
開
港
記
念
バ
ザ
ー
は
3

年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
の
で
、
お

客
さ
ん
は
「
初
め
ま
し
て
」
の

方
々
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
多

く
の
方
が
「
い
つ
も
昭
和
村
の

野
菜
を
買
っ
て
い
る
の
」
と
か

「
昭
和
村
の
野
菜
お
い
し
い
よ

ね
！
」
な
ど
声
を
か
け
て
く
だ

さ
り
、
横
浜
の
皆
様
に
も
愛
さ

れ
る
、
お
い
し
い
野
菜
な
ん
だ

と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
初
め
て
の
出
張
イ
ベ

ン
ト
だ
っ
た
の
で
ハ
ラ
ハ
ラ
ド

キ
ド
キ
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
と

て
も
や
さ
し
く
て
楽
し
く
お
仕

事
が
で
き
ま
し
た
。

昭和村地域おこし協力隊

高橋 梨
り

果
か

子
こ

 隊員

道の駅「あぐりーむ昭和」
観光交流室で活動中！

　

指
定
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク（
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
）と
は
、
商
品
を
入
れ

た
り
包
ん
だ
り
し
て
い
る
プ
ラ
マ
ー
ク

の
識
別
表
示
が
直
接
さ
れ
て
い
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
す
。
な
お
、
一
体
容

器
包
装
の
場
合
は
、
本
体
容
器
や
ラ
ベ

ル
な
ど
に
一
括
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
容
器
」
や
「
包
装
」
と
し
て
使

用
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
法
律
に

よ
り
、
再
商
品
化（
リ
サ
イ
ク
ル
）の
義

務
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
分
別
し

排
出
し
た
後
は
、
村
で
収
集
し
再
商
品

化
事
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
指
定
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
昭
和

村
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
各
地
域
の

団
体
が
実
施
す
る
集
団
回
収
の
収
集
品

目
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
初
年
度
の
収

集
量
は
約
８
ト
ン
と
い
う
滑
り
出
し
で

し
た
が
、
年
々
増
加
し
続
け
、
5
年
目

の
令
和
３
年
度
は
約
20
ト
ン
と
い
う
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

指
定
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
別
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
資
源
に
な
り
、

そ
れ
が
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
抑
制
に
取
り
組
む
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

　

こ
の
マ
ー
ク

が
目
印
で
す
。
ご

家
庭
で
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

指
定
プ
ラ

を
分
別
で
き
て
い
ま
す
か

袋類
レジ袋、菓子・パン・衣料
品の袋など

カップ・パック類
卵のパック、豆腐の容器、
カップ麺の容器など

チューブ類など
マヨネーズなどの容器、わさ
び・歯磨き粉などのチューブ

ボトル類
食用油、ソース、シャン
プー、洗剤などの容器

トレイ類
食品トレイ、仕切りトレ
イなど

キャップ・ラベル類
ペットボトルなどの
キャップやラベルなど

薬の容器
飲み薬、錠剤、カプセルを
包む容器など

　　  プラマークの
ついていないもの
りんご・みかんの保護ネッ
ト、発泡スチロール製の緩
衝材なども対象です。

中身を使い切り
洗って出してください

プラマークの種類




